
CPD 申請中 

第16回 環境心理生理チュートリアル 

「違いがわかる、違いが見える 心理生理データ 

の統計分析」 
 

 

主催：一般社団法人日本建築学会 環境工学委員会 環境心理生理運営委員会 環境心理小委員会 

日時：2016 年 9 月 5 日（月） 13:30～17:30 

会場：建築会館 301+302 会議室（東京都港区芝 5-26-20） 

 
心理評価実験やアンケート調査などで収集したデータは統計処理を行い、量的データは統計的検定などを

用いて条件間やグループ間の差異を検討する場合が多いでしょう。質的データはコーディングやカテゴリ化

によって分類し、差異を見出すなどのアプローチがとられます。いずれにおいても、その“差”を適切に捉

えることが重要となりますが、特に初学者は統計学の知識や方法論を理解するために多大な労力を要してし

まい、データの“差”の本質的な意味に気付けないこともしばしばみられます。 

そこで今回は「心理生理データの統計分析」をテーマとしてチュートリアルを開催します。環境心理生理

分野の第一線で活躍されている研究者が、独学では苦労することが多い統計分析の基本的な知識から、得ら

れたデータの中から差を見つける方法、見つけ出したデータ群の差から考察への繋がりについて、研究・調

査を成功に導くためのポイントを様々な実践的ノウハウを交えて解説します。また、最後に講演への質疑及

び参加者の皆様が個々にお持ちの疑問を会場にて募り、お答え致します。卒論や修論を控えた学生諸君、業

務で統計分析を活用しようとお考えの実務者の方々、関連分野の研究者など、多くの皆様の参加をお待ちし

ています。 
 

＜プログラム＞ 

１．開会の挨拶   辻村 壮平（鉄道総合技術研究所） 

２．講演・解説 

－13:40～14:30－ 

２－１. データのばらつきを考える－違いに意味があるの？－        辻村 壮平（前掲） 

－14:30～15:20－ 

２－２. データの差を見つける－違いを見抜く力－ 長澤 夏子（お茶の水女子大学） 

－15:20～15:40－ 

＜休憩＞ 

－15:40～16:30－ 

２－３. データから考察する－その違いにどんな意味があるの?－      小島 隆矢（早稲田大学） 

－16:30～17:30－ 

３．質疑応答：環境心理調査よろず相談 

講演への質疑及び参加者の皆様が個々にお持ちの疑問を会場にて募り、お答えします。 

 

参 加 費：会員 2,000 円，会員外 3,000 円，学生 1,000 円（資料代含む，当日会場でお支払いください） 

定  員：70 名（申し込み先着順） 

申込方法：Web 申し込み https://www.aij.or.jp/index/?se=sho&id=1535よりお申し込みください. 

申込問合せ：日本建築学会事務局 事業グループ 中村 

TEL03-3456-2057 E-mail：nakamura@aij.or.jp 

https://www.aij.or.jp/index/?se=sho&id=1535

